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・2050年のカーボンニュートラルを達成する為に、

GHG排出を大幅に削減可能な燃料転換が不可欠

・カーボンフリー燃料として水素燃料が有望視

・外航・内航大型船向け水素燃料エンジンは不在

研究開発体制

共通の課題を効率よく解決し、最速の製品化を目指したコンソーシアム開発体制を構築

現状の課題とコンソーシアム構築の背景

共通課題を共同で効率良く解決し、
純国産エンジンメーカーコンソーシアムによる
世界に先駆けた水素燃料エンジンの開発

推進用中速４ストロークエンジン

水素燃料タンク・燃料供給システム

補機用中高速４ストロークエンジン

推進用低速２ストロークエンジン

①舶用エンジンマーケットのボリュームゾーンとなる
出力0.5MW～15MWをカバーする
水素燃料エンジンをコンソーシアムにて同時並行開発

②水素燃料供給システムも含めたインテグレーションシステム
提供

③水素燃料エンジン搭載を実現する国際ルール作り

④普及のための標準化戦略立案と共同実行

コンソーシアムによる取組内容

HyEng株式会社

水素燃料エンジン開発のセンター会社の役割を目指す

共同出資新会社を設立済み




































